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日本産鰭脚類の寄生虫リストと文献目録

長津和也*

Parasites of Pinnipeds (Mammalia: Carnivora) in Japan: 

Checklist and Bibliography 

Kazuya NAGASA WA本

sased on the records published from 1930 to 1998，出isreport contains the Host-Parasite and 
Parasite-Host lists for 15 species of parasites from 10 species of pinnipeds in Japan (7 species 
[Cal/orhinus ursinus， Eumetopias jubatus， Phoca vitulina stejnegeri， P. largha， P. hispida， P. 
fasciata， Erignathω barbatus] from Japanese waters and 3 species [Otaria j1avescens， Zalophus 
californianus， Mirounga leonina] which were introduced from foreign coun回目印dre紅'edat zoos in 
Japan). The 15 species are dis位ibutedamong higher taxa as follows: Trematoda・2(Phocitrema 
fusiforme， Pricetrema zalophi); Cestoidea・2 (Diphyl/obothrium pacificum， Diplogonoporus 
fasciatus); Nematoda・9(Anisakis simp/ex， Anisakis physeteris， Contracaecum osculatum， Dirofi/aria 
immitis， Dipetalonema odendhali， Dipetalonema spirocauda， Otostrongy/us circumlitis， 
Parafilaroides 伊 nnurus，Pseudoterranova dec伊iens);Acanthocepha1a-2 (Corynosoma s仰 mosum，
C. villosum);組 dAcarina・2(Orthohalarachne attenuata， 0. diminuata). Information on unidentified 
species of parasites is a1so given.τ'he past research on the p訂'asitesof Japanese pinnipeds is briefly 
reviewed， and possible future work is suggested. 
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はじめに

分類群:学名[寄生部位] (報告者，報告年)の順に示

されている.なお，寄生虫の学名の前に疑問符がある場

合は，今後さらに分類学的検討を要することを示す.

寄生虫は一般には病害虫として扱われることが多い.

しかし，宿主の系群識別，回遊，進化，生物地理などを

研究する際に，有効な「指標生物」になることが知られ

ている.このため，寄生虫の情報を整理しておくことは，

単に寄生虫研究に資するのみでなく，宿主の生物研究に

役立つと考えられる.これまで我が国の鰭脚類からはさ

まざまな寄生虫が報告されてきたが，倉持(1999)が過

去の情報を簡単にまとめたのみで，従来の知見が系統的

に整理されたことはなかった.また，これまで報丈は種々

の雑誌に掲載されてきたため，後進の者が日本産鰭脚類

の寄生虫に関する文献を入手する際に多くの困難を伴っ

た.こうした背景から，本報では1930~1998年に公表さ

れた日本産鰭脚類の寄生虫に関する情報を整理して，寄

生虫リストと文献目録を作成し，今後の鰭脚類研究と寄

生虫研究の参考に供する.

日本産鰭脚類の寄生虫リスト

1 .宿主ー寄生虫リスト

寄生虫の情報は，宿主(和名，学名，英名)ごとに，

1999年1月6日受理遠洋水産研究所業績第372号

アシカ科 Otariidae

オットセイ亜科Arctocephalinae

オットセイCallorhinusursinus northem fur seal 

条虫:Diphyllobothrium pacificum (=Adenocephalus 

pacifi叩 s)[腸](Yamaguti， 1951b 町田，

1969c ; Maejima et al.， 1981 ;加茂ら， 19 

82.前島ら， 1983) 

未同定種[腸](藤本， 1991 ;中島ら， 1991) 

線虫:Anisakis simplex (=Anisakis sp. type 1)[胃](町田，

1969b， 1969c， 1971) 

Anisakis physeteris (=Anisakis sp. type II)[胃]

(町田， 1969b， 1969c， 1971) 

Conf1・'acaecum osculatum ( = Contracaecum 
callotariae) [胃](Yamaguti， 1951a;町田，

1969b， 1969c， 1971)[同種異名について

はMargolis(1956)を参照]

Contracaecum sp. [胃](町田， 1969b， 1969c， 

1971) 

Dirofilaria immitis [心室，肺動脈](板垣・久米，
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1938 ;中川ら， 1966;日登， 1989 ;梶，

1995 ;角川， 1998) 

Dipetalonema odendhali [筋膜下](=Skゆbinaria

spirocauda)(町田， 1969c ; Kagei組 dOda， 

1975 ; Machida， 1977) 

Pseudoterranova ecipiens ( = Porrocaecum 

callotariae， Terranova decipiens) [胃]

(Y創naguti，1951a;町田， 1969b， 1969c， 

1971) [同種異名についてはMargolis

(1956)を参照]

糸状虫(フィラリア)[心室，肺動脈](香山・中

島， 1991 ;中島ら， 1991 ;無記名， 1995) 

未同定種[胃](藤本1991;中島ら1991)

鈎頭虫:Bolbosoma sp. [小腸](町田， 1969c) 

Corynosoma villosum [大腸](町田， 1969c) 

ダニ:Orthohalarachne attenuata [鼻腔，咽頭](町田，

1969c;菊池・奥山， 1987) 

Orthohalarachne diminuata [気管](高橋ら，

1964 ;町田， 1969c) 

未同定種[肺，毛皮](藤本， 1991 ，中島ら，

1991) 

シラミ:未同定種[鼻腔，鼻咽頭](藤本， 1991 ;中島ら，

1991) 

アシカ亜科Otariina，巴

トドEumetopiasjuba加 Stel1er sea lion， northern sea lion 

吸虫:Phocitremaルsiforme[小腸](Yoshim町a，1965 ; 
町田ら， 1979; Machida et al.， 1981) 

Pricet1・'emazalophi (=Pricetrema sp.) [小腸](町

田ら， 1979 ; Machida et a1.， 1981) 

条虫:Anophηocephal;ωsp. [小腸](折原， 1963) 

Diplogonoporus fascinatus [小腸](町田ら，

1979) 

Tetrabothriidae gen. sp. [小腸](町田ら， 1979) 

未同定種[?](Machida et a1.， 1981) 

線虫:Anisakis simplex (=Anisakis sp.) [胃](町田ら，

1979 ; Ishikura et a1.， 1996) 

Cont1・'acaecumosculatum [胃](折原， 1963; 

Ishikura et a1.， 1996) 

Parajilaroides sp. [気管支](町田ら， 1979) 

Pseudoterranova decipiens (=Ten・'anovasp.) [胃]
(町田ら， 1979 ; Ishikura et a1.， 1996) 

未同定種[?](Machida et a1.， 1981) 

鈎頭虫:Corynosoma strumosum [小腸](折原， 1963) 

Coηnosoma sp. [小腸](町田ら， 1979) 

未同定種[?](Machida et a1.， 1981) 

ダニ Orthohalarachneattenuata [気管支](町田ら，

1979 ;小西， 1997a， 1997b) 

Orthohalarachne sp. [気管支](町田ら， 1979) 

未同定種[?](Machida et al.， 1981) 

オタリアOtariaflavescens South American sea lion 

線虫:? Uncinaria hami/lotoni [腸](長谷川ら， 1990) 

未同定種[腸](三上・志村， 1981) 

カリフォルニアアシカZa/ophuscalifornianus 

Ca1ifornia sea lion 

吸虫:? Zalophotrema hepaticum [ ? ](中JIIら， 1966) 

? Zal，叩hotremasp. [小腸](中俣ら， 1961) 

条虫:?丹'amicocephalusphocarum [ ? ](中JlIら，

1966) 

線虫:Anisakis sp. [胃](無記名， 1965 ;上野動物園獣

医室・日本冷蔵研究所食品研究龍 1965; 

中川ら， 1966) 

? Anisa，伝ssp. [胃](塩田ら， 1973) 

Contracae，ωm sp.lJ](中川 lら， 1966) 

Dirojilaria immitis [心室，肺](小田ら， 1973) 

? Para.filaroides de印刷[肺](芦沢ら， 1978) 
Pseudoterranova sp. (=Porrocaecum sp.)[ ?](中

JIIら， 1966) 

ダニ:Orthohalarachne diminuata [気管，気管支，気

管細枝](大野， 1962) 

? Ha1arachnidae gen. sp. [肺](中俣ら， 1961) 

アザラシ科Phocidae

キタアザラシ亜科Phocinae

ゴマフアザラシ族 Ph郎副i

ゼニガタアザラシPhocavitu/ina st，ザnegeri Kuril seal 

吸虫:Echinostoma sp. [腸](若園， 1953) 

Phocitremaルsiforme[消化管](宮本ら， 1979) 

Pricet1・'emazalophi (=Pricetrema sp.) [消化管]

(宮本ら， 1979) [同種異名については

Machida et al. (1981)を参照]

条虫:未同定種[腸](若園， 1953) 

線虫:Anisakis simplex [? ](Ishikura et al.， 1996) 

Dipeω/onema spirocauda [心房，心室，肺動脈，

肝動脈](Machi血， 1977) 

Pseudoten・'anovadecipiens (=Ascaris capsularia， 
Terranova (Terranova) decipiens) [腸](若

園， 1953 ;坂本ら， 1967 ;宮本ら， 1979) 

鈎頭虫:Coηnosoma strumo叩 m[腸](若園， 1953 ;宮本

ら， 1979) 
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ゴマフアザラシPhocalargha spotted seal， larga seal 

吸虫:Phocif1・'emaルsiforme[消化管](宮本ら， 1979) 

線虫:Anisakis sp. [胃](町田， 1969a) 

Contracaecum osculatum (= Conf1・'acaecum

osculatum oscula的m)[胃，食道](中村ら，

1965 ;町田， 1969a;宮本ら， 1979) 

Dipetalonema spirocauda [心房，心室，肺動脈，

肝動脈](中村・三上， 1967 ;坂本ら，

1967) 

Otost1・'ongyluscircumlitis [肺気管支](中村ら，

1965) 

Parafilaroides gymnurus [肺気管支，肺実質]

(中村ら， 1965) 

Pseudoterranova decipiens ( == Terranova 

decipiens)[胃](中村・三上， 1967; 坂本

ら， 1967 ;町田， 1969a) 

鈎頭虫:Coη'nosoma s伽 mosum[腸](中村ら， 1965 ;宮

本ら， 1979 ;菊池ら， 1998) 

ワモンアザラシ(フイリアザラシ)Phoca hispida 

ringed seal 

吸虫:Phocitremaルsiforme[小腸](Gotoand Ozak:i， 
1930 ;宮本ら， 1979) 

条虫:未同定種[?](中川ら， 1966) 

線虫:Anisakis simplex [ ? ](lshikura et al.， 1996) 

Dirofilaria immitis [心膜外面，腹腔](田郷岡ら，

1975) 

クラカケアザラシPhocafasciata ribbon seal 

吸虫:Phoci抑 maルsiforme[消化管](宮本ら， 1979) 

線虫 Contracaecumosculatum [消化管](宮本ら，

1979 ; Fagerholm， 1988) 

PseudoteTア'anova decipiens ( = Terranova 

dec伊iens)[消化管](宮本ら， 1979) 

鈎頭虫 Corynosomasterumosum [消化管](宮本ら，

1979) 

アゴヒゲアザラシErignathusbarbatus bearded seal 

線虫:Anisakis simplex [ ? ](lshikura et al.， 1996) 

Pseudoterranova dec伊iens[ ? ](lshikura et al.， 

1996) 

Contracaecum osculatum [? ](lshikura et al.， 

1996) 

ミナミアザラシ亜科Monachinae

ミナミゾウアザラシMiroungaleonina 

southem elephant seal 

線虫:Anおakissp. [?](中川ら， 1966) 

未同定稜

線虫 Pseudoterranova decipiens (=Porrocaecum 

azarasi) [胃](Yamagutiand Arima， 1942) 

[同種異名についてはMargolis(1956)を参

照]

海産晴乳類 "Seam加 lslals"

線虫:Anisak:idae gen. sp. [ ? ](中川ら， 1967) 

2.寄生虫ー宿主リスト

上記の宿主一寄生虫リストに基づき，寄生虫の分類群

ごとに宿主を示す.

吸虫類

Echinostoma sp. (ゼニガタアサボラシ)

Phocitremaルsiforme(トド，ゼニガタアザラシ，ゴ
マフアザラシ，ワモンアザラシ，クラカケアザ

ラシ)

Pricef1・'emazal，中，h;(トド，ゼニガタアザラシ)

? Zalophotrema hepaticum (カリフォルニアアシカ)

? Zal，叩hotremasp. (カリフォルニアアシカ)

条虫類

Anophryocephalus sp. (トド)

Diphyllobothrium pacificum (オットセイ)

Diplogonoporus fasciaωs (トド)

?丹'amicocephalusphocarum (カリフォルニアアシカ)

Tetrabothriidae gen. sp. (トド)

未同定種(オットセイ，トド，ゼニガタアザラシ，

ワモンアザラシ)

線虫類

Anisakis simplex (オットセイ，ワモンアザラシ，ゼ

ニガタアザラシ，アゴヒゲアザ、ラシ，トド)

Anisakis physeteris (オットセイ)

Anisakis sp. (ゴマフアザラシ，カリフォルニアアシ

カ，ミナミゾウアザラシ)

? Anisakis sp. (カリフォルニアアシカ)

Conf1・'acaecumosculatum (オットセイ，ゴマフアザラ

シ，クラカケアザラシ，アゴヒゲアザラシ，ト

ド)

Contracaecum sp. (オットセイ，カリフォルニアア

シカ)
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Dirofilaria immitis (オットセイ，カリフォルニアア

シカ，ワモンアザラシ)

Dipetalonema odendhali (オットセイ)

Dipetalonema spirocauda (ゼニガタアザラシ，ゴマ

フアザラシ)

Otostrongy/us circumlitis (ゴマフアザラシ)

? Parafilaroides decorus (カリフォルニアアシカ)

Parafilaroides gymnurus (ゴマフアザラシ)

Parafilaroides sp. (トド)

Pseudote"anova decipiens (オットセイ，ゼニガタア

ザラシ，ゴマフアザラシ，クラカケアザラシ，

アゴヒゲアザラシ，トド，不明種)

Pseudoterranova sp. (カリフォルニアアシカ)

? Uncinaria hamil/otoni (オタリア)

糸状虫(オットセイ)

未同定種(オットセイ，トド，オタリア)

鈎頭虫類

Bo/bosoma sp. (オットセイ)

Corynosoma strumosum (ゼニガタアザラシ，ゴマフ

アザラシ，クラカケアザラシ，トド)

Coη'nosoma villosum (オットセイ)

Corynosoma sp. (トド)

未同定種(トド)

ダニ類

。'rthohalarachneattenuata (オットセイ，トド)
Orthohalarachne diminuata (オットセイ，カリフオ Jレ

ニアアシカ)

Orthohalarachne sp. (トド)

? Halarachnidae gen. sp. (カリフォルニアアシカ)

未同定種(オットセイ，トド)

シラミ類

未同定種(オットセイ)

日本産錨脚類の寄生虫研究の歴史と今後の課題

日本における鰭脚類の寄生虫研究は， 1930年(昭和5

年)東京大学動物学教室の五島清太郎と尾崎佳正が東京

の花屋敷遊園地で飼育されていたワモンアザラシから得

た吸虫を新属新種のPhocitrema戸siformeとして記載した

ことに始まる.その後，これまでに約70年が経過したが，

我が国の鰭脚類の寄生虫に関する知見はきわめて少ない.

内部寄生虫で種まで同定されたものは，吸虫類が2種，

条虫類が2種，線虫類が9種，鈎頭虫類が2種，合計15種に

過ぎない.外部寄生虫(ダニ・シラミ類)の分類学的研

究は， 2種のダニ類が同定されたのみで，ほとんど行わ

れていない.こうした研究の貧弱さは，鰭脚類の寄生虫

に関心をもっ研究者が少なかったことが大きい.これま

でに比較的多くの業績を残したのは山口左仲，影井 昇，

町田昌昭のわずか3名に過ぎない.彼ら以外の科学者は，

一時的に鰭脚類の寄生虫を調べたものの，その研究が継

続することはなかった.こうした事情を反映して，日本

産鰭脚類の寄生虫相が解明されたとはとても言い難い.

過去に寄生虫が調べられた上記7穫の日本産鰭脚類(外

国干重のオタリア・カリフォルニアアシカ・ミナミゾウア

ザラシを除く)に関しても，研究内容はいずれも不十分

である.こうした状況を打破するには，寄生虫研究者は

機会あるごとに鰭脚類研究者と共同して寄生虫を採取し

て同定を行い，寄生虫の分類と形態に関する研究を進め，

寄生虫相に関する知見を少しずつ蓄積することが重要で

ある.また，鰭脚類研究者も、オットセイ，トド，アザ

ラシ類を解剖する際には，寄生虫と寄生部位の組織を採

取して固定し，病理研究者とともに寄生虫の病害性に関

する研究を進めることも可能であろう.さらに，鰭脚類

の長期的な食性研究が可能な場合には，胃内容物ばかり

でなく寄生虫も記録することにより，餌生物の年変化に

応じた寄生虫の個体数変動を明らかにすることが可能に

なる.いずれにせよ，我が国における鰭脚類の寄生虫研

究は，依然として未開拓の分野である.この分野を発展

させるには，鰭脚類研究者と寄生虫研究者が緊密に連携

して研究することが肝要である.

いっぽう，動物園・水族館において飼育担当者は，鰭

脚類の寄生虫に接する機会が多いと考えられる.r動物
園水族館雑誌』ゃ『オットセイ飼育研究会報告書Jにも，

寄生虫に関する記述がたびたび見られる.宿主が飼育下

にあって寄生虫も必ずしも自然界の状態を示すとは限ら

ないが，宿主を定期的に健康診断を実施でき，死亡時に

は病理解剖を行い得ることなどから，動物園・水族館関

係者による寄生虫研究の可能性はきわめて大きい.今後，

動物園・水族館関係者による，これまで以上の日本産鰭

脚類の寄生虫への関心と研究を期待する.
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